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評価結果の総合所見 

本課題は、着床以降の胚発生を子宮外で再現する胚培養技術と解析法を開発し、胚発生機構解明

や創薬、動物実験代替への応用を目指すものである。 

目標達成と企業との共同研究の進展により、次の研究開発フェーズへの移行に十分な成果が得ら

れ、イノベーション創出が大いに期待される。 

非臨床試験応用の評価法開発では計画以上の成果を創出し、論文・特許も適切に進めている点は

優れている。また、企業や VC との情報交換を経て、創薬における動物実験代替法や不妊治療での体

外授精効率改善といったニーズを把握するなど、産学連携に向けた取り組みも評価できる。 

今後は、本技術が製薬メーカーのニーズに十分応える技術となるよう、さらなる技術の発展に期待

する。 
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